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所在地 施設・装置の種類 研 究 施 設 主な用途 特記事項

東海地区 原子炉 ○研究炉（JRR-3） 放射化分析、原子炉用燃料・材料の照射試験、ラ
ジオアイソトープ（RI）の製造、シリコンドーピング、
結晶・磁気構造解析、生体分子構造解析、残留応
力解析、元素分析、イメージング等

2018年11月に新規制基準への適合
性確認のための原子炉設置変更許
可を取得し、強化された規制要求へ
の対応として、耐震補強工事や
BDBA対策を実施しておりました。こ
の度、これらの対応が整う見通しと
なり、2021年2月末に運転を再開す
る予定です。運転再開後、6月末ま
で調整運転を実施し、2021年6月末
のR3-0１サイクルから同年11月中
旬のR3-04サイクルまでの供用運転
に関する公募を行います。

照射後試験施設 ○燃料試験施設（RFEF） 燃料・材料の照射後試験等

加速器 ○タンデム加速器 重イオンによる核物理、核化学、物性物理等の研
究及び核データの整備等

校正施設 ○放射線標準施設（FRS） 放射線測定器の研究開発、特性試験、校正試験、
放射線計測技術の開発、線量評価法の開発等

大洗地区 照射後試験施設 ○ホットラボ施設 照射後試験

原子炉 ○高速実験炉（常陽） 原子炉用燃料・材料の照射試験、材料開発及び
基礎研究のための中性子照射等、ホットラボﾞにお
ける照射後試験

2021年度は、照射を行わず、照射
後試験のみ実施します。

播磨地区 大型放射光施設 ○放射光科学研究施設
（SPring-8）：原子力機構専
用ﾋﾞｰﾑﾗｲﾝ・装置

物質構造及び材料物性の原子・分子レベルの解
明や機能性材料が示すナノスケール現象のその
場観察等
これらの実現に必要な放射光利用技術開発等

 

東濃地区 加速器
(加速器質量分析
装置)

○ペレトロン年代測定装置 地球科学、考古学、環境科学などに関わる試料の
炭素、ベリリウム、アルミニウム及びヨウ素同位体
比(ベリリウム、アルミニウム及びヨウ素は測定の
み）

2020年度よりヨウ素測定を追加しま
した。

むつ地区 加速器
(加速器質量分析
装置)

○タンデトロン施設 環境における放射性核種の移行挙動研究、年代
測定等に関わる炭素、ヨウ素同位体比の測定等

楢葉地区 遠隔操作機器実
証試験施設

〇楢葉遠隔技術開発セン
ター（モックアップ試験施設）

大空間を利用した大型機器のモックアップ実証試
験及び災害対応用ロボット等の開発・実証試験
（モックアップ階段、ロボット試験用水槽、モーショ
ンキャプチャ等の試験設備を具備）

利用相談及び利用申込みの随時受
付も行っています。
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